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佐 藤 � 司人文科学科

マーシャルに出演していたからもしれない。このコ
マーシャルでは，♪ダバダ～，ダバダ～，ダ～♪と
いう曲がバックに流れ，コマーシャルで使われた「違
いの分かる男の…」というフレーズは当時の流行語
にもなり，たいそう流行ったものだ。最近，テレビ
からその懐かしい♪ダバダ～…♪が流れているので
気を付けて見てみると，同じインスタント珈琲のコ
マーシャルが流れていた。ただし，出演者は，唐沢
寿明，三代目中村吉右衛門，山本寛斎，宮本亜門と
いう面々で，「違いを楽しむ人」というフレーズに変
わっている。フレーズと出演者は変わっても♪ダバ
ダ～…♪はとても懐かしく，私の中には私の人生を
決めたあの遠藤周作『ユーモア小説集』が今も蘇る。
　本との出会いは不思議だ。出会いが悪ければ，本
を毛嫌いし，生涯，本とは無縁の生活をおくる人も
あるだろう。出会いがすばらしければ，本に囲まれ
た生活にあこがれ，図書館司書になったり物書きに
なったりする人もあるかもしれない。そこまでにな
らなくとも，生涯の友として常に本を手元に置く人
も少なくないだろう。ただ，ひとつ言えることは，
本とのすばらしい出会いがあった人は幸運な人生で
あろうということ。
　一人の国語教師として，まだ本とのすばらしい出
会いに恵まれていない人には，是非お勧めしたいこ
とがある。それは，読んでみようかなと思う本があっ
たなら，自分の大切なお金で本を買うことだ。本へ
の愛着はそこから生まれると思う。
　「図書館だより」に載せていただく文章としては，
相応しくないまとめかもしれない。しかし，図書館
は値段が高くて買いたくても買えない本を無料で見
られる場所，あるいは，自分が買う本を選ぶ場所と
考えれば，宝の山みたいな所だ。図書館の活用も大
いにお勧めしたい。

注　１９６０年代以降の日本を代表する美人女優
　　吉永小百合のＨＰ
　　http://homepage3.nifty.com/fwhj5337/

　１９９０年。人体の千分の一に
縮小されたＫ大学の若い医
師・山里凡太郎は，３人の医
師とともに，同じく縮小され
た潜水艇にのり込み，癌にお
かされた恋人の体内にもぐり
込む。恋人は吉永小百合（注）
そっくりの美人。患部の手術
を無事に終えた時，思わぬ出
来事が彼等に襲いかかる…。
　私が生まれて初めて自分の小遣いで本を買ったの
は，中学２年生になったばかりの頃だった。忘れも
しない，『ユーモア小説集』（講談社文庫）という文
庫本（写真）だ。遠藤周作という小説家の書いた十
数編の短編ユーモア小説を一冊にまとめた本であ
る。冒頭はその最初の短編の紹介文だ。
　「本っておもしろいものだなあ」と生まれて初めて
感じたのもこの本だった。そして，この本が私の人
生を決めたといっても過言ではない。
　私はこの文庫本をきっかけに，初めて読書にはま
る人のほとんどがそうであるように，遠藤周作を読
み漁った。このふざけた短編小説を書いた作家が，
実は，神と人間との関係を深く掘り下げた小説を数
多く書いた芥川賞作家だったことを知ったのは，ず
いぶん後だったと思う。
　この文庫本に出会うまで，私は本などというもの
は教科書を除けば馴染みがなかった。勿論，放課後
図書館に行くなどということもなかった。当然と言
えるかどうかわからないが，国語の成績もさほどよ
くなかったと思う。その私が，なぜ，今学生の皆さ
んに本を読めと勧め，国語教師にまでなってしまっ
たのか。ここで紹介した１冊の本のせい（おかげ？）
かもしれない。
　本に興味のない当時の私がなぜ，大切な小遣いで
本を買ったのか。正直に申し上げると，覚えていな
い。おそらく，そのころ遠藤周作が「違いの分かる
男の…」というシリーズでインスタント珈琲のコ
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特別寄稿

ユーモア小説集




